
特殊樹脂注入型防水
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入とは

ナルライト性状

●環境負荷低減を実現
●施設の長寿命化を実現
●ライフサイクルコストの縮減
●水性材料で危険物質・有機溶剤を不使用で施工可能
●機械室等の複雑な形状でも確実性の高い防水改修が可能
●メンテナンスフリーで防水性能を維持
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入 防水層再生工法とは

単に漏水部分にシートを張ったり防水層を塗布したり、またクラック
部分のみに樹脂を充填したりする工法ではありません。
押さえコンクリートと防水層、スラブと防水層の隙間に「ナルライト」
を圧入することによって、水の進入及び漏水部分を閉塞します。
また、劣化した防水層を健全な状態に再生します。

1

ナルライトは防水層と押さえコンクリート
の隙間に充填されます。

ナルライトは押さえコンクリートの
クラック、劣化した目地に充填される。

2 3

ナルライトは劣化した防水層を通って
スラブと防水層の浮いているところに
充填される。

4

ナルライトは防水層の浮いているところ
を通ってスラブのクラックに充填される。

保護層内部に防水層を形成＋漏水箇所の止水
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ナルライト注入
防水層再生工法 こんな所で使用可能（屋上）

既設防水層が保護仕様であれば屋外・屋内に限らず適用可能です。
ですが、特に最適な箇所があります。

屋 上
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ナルライト注入
防水層再生工法 こんな所で使用可能（屋内）

屋 内
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ナルライト注入
防水層再生工法 従来の保護防水改修方法との比較①
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ナルライト注入
防水層再生工法 従来の保護防水改修方法との比較②
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入 施工手順
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※1.原則500ｍｍ間隔で穴あけを行う。 ※2.既設防水層を貫通し、スラブコンクリートに届くまで穴あけを行う。

※3

※3.アロフィクスMCをナルライトの比重15％を同量の水で溶いた後に混入する。保護層内部の残留水が多い場合は、20％混入とする。

※4

※4.隣接穴からナルライトの原液が流出するまで圧入を続ける。 8

ナルライト注入
防水層再生工法 削孔箇所の隅だし
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削孔箇所の隅出し
側溝

伸縮目地廻り
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ナルライト注入
防水層再生工法 ドリルによる削孔

振動ドリルの音

埋設管等への注意

深さはキリ粉で判断
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ナルライト注入
防水層再生工法 既設防水層（アスファルト防水）貫通箇所のリスク

削孔箇所の納まり

接着強度

ナルライト注入は、スラブコンクリート、既設アスファルト防水、保護コンクリートに対し
強固に接着します。
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ナルライト注入
防水層再生工法 キリ粉の清掃と内部残留水の吸引・排出

キリ粉の清掃と内部残留水の吸引・排出

1

2
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ナルライト注入
防水層再生工法 硬化促進剤の混入

1

2

3

混 入 手 順
1 2

1

注入量
保護防水 保護断熱防水

6kg/㎡以上 12kg/㎡以上

内
訳

ナルライト注入 4.6kg/㎡（10kg） 9.2kg/㎡（10kg）
アロフィクスMC 0.7kg/㎡(1.5kg) 1.4kg/㎡(1.5kg)

水 0.7kg/㎡(1.5kg) 1.4kg/㎡(1.5kg)

備 考

・（ ）内は混合量です。先にアロフィクス MC と水を混合して、注入
液10kg に混入し、かくはん機で 2 分間混合する。

・混合した注入液は、1 時間以内に使い切って下さい。
・注入量は目安ですので、防水層の種類、シンダーコンクリートの厚み、
床構造などによって異なってきます。
・保護層内部の残留水の吸排出が十分に行え無い場合や、屋上駐車場
等の上部から荷重が掛かる場合はアロフィクス MC をナルライト
重量比 20％混入します。

目安注入量
保護防水（断面）

保護断熱防水（断面）
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ナルライト注入
防水層再生工法 ゲル化 確認試験

試験方法

試験体

試験結果

結論
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入（広範囲に広がるメカニズム①）

ナルライト注入防水層再生工法は、吐出圧力3Mpa（30kgf/cm²）以上の注入機（手押しポンプ（ケミカルポンプ）、
または電動注入機）を用いて樹脂を圧入する事により、保護コンクリート層（シンダーコンクリート等）が持ち上
がり、樹脂が広範囲に広がっていきます。

保護層重量と圧入時の力の掛かり方 注入液が広範囲に広がるメカニズム
吐出圧力3Mpa（30kgf/cm²)以上の注入機を用いて注入液を圧入する際、保護層を
持ち上げることで、注入液が広がりやすくなる。
吐出圧力と削孔穴、使用ノズルの穴計との関係による計算は以下の通りとなる。

注入液が注入穴から周囲1.125cm
広がった時点で、保護層の圧力（重さ）と
同等の圧力が掛かる事により保護層が持ち
上がる。
保護層が持ち上がる事で、既設防水層と

保護層の間に隙間ができ、注入液が広範囲
に広がり充填される。

結 論
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入（広範囲に広がるメカニズム②）

注入の充填の流れ

1 予め注入穴を500㎜～1,000㎜（原則：500㎜）
ピッチで等間隔に削孔を行います。

2 水下から充填作業を行い、隣接穴から注入液が
流出するまで充填作業を行います。

3
充填作業を行った注入穴はコルク栓にて仮止めを行います。
水下側の注入液が流出した注入穴に移動し充填作業を行い、隣接
穴から注入液が流出するまで充填作業を行います。

4
①～③を繰り返し行う事により保護層内部
に隙間なく注入液が充填され新たな防水層
を形成します。 注入の充填の流れ（断面）
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入（広範囲に広がるメカニズム③）

注入の充填の確認

【保護コンクリート コア抜き試験】

【アスファルト舗装 コア抜き試験】

充填作業時に隣接穴から注入液の原液が流出するまで
充填作業を行い、注入穴の移動時には飛ばす事無く、
注入液が流出した隣接穴へ移動し、充填作業を繰り返
す事が最も重要です。

※拡散イメージ
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入（保護断熱防水への注入）

注入ノズルの先端を防水層に届くまで延長します。
延長しない場合、断熱層と保護層の隙間で注入液が広がり、
確実に一体となる防水層が形成されません。
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入（養生・流出液の清掃）

施工時の保護層上部の養生対策について

■隣接穴から注入液流出への対策
1 ■注入穴以外からの注入液流出への対策

1

2

ホウ酸水溶液を噴霧すると
ナルライトが固まります。
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入（養生・流出液の清掃）

白濁水の流出について

階下への流出 隣接穴への流出
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入（養生・流出液の清掃）

上部への注入液（原液）の流出について
1

2

3

4
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ナルライト注入
防水層再生工法 白濁水の凝集分離、PH値確認試験
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◆試験方法 
 ①ナルライト注入に重量比 15％のアロフィクスMCを施工要領書の手順に従い混入。 
 ②上記ナルライト注入 6ｇに対し水 240ｇ（1：40）を入れ、白濁水を生成。 
 ③上記試験体に 5％・10％のホウ酸を混入し透明度・PH値の測定を実施。 

②24 時間静置後、網こしを行い、凝集物を除去し透明度、PH値を確認。 
ホウ酸 5％混入 ホウ酸 10％混入 

  

  
PH：6.19 PH:6.07 

  ③5％試験体品と 10％試験体品を比較 

 
5％試験体品が、10％試験体品と比較すると若干まだ白みがかっている 

 
  ④ろ過した試験体を更に水で 1：1で希釈し、PH値を計測 

ホウ酸 5％混入 ホウ酸 10％混入 

  
PH：6.78 PH:6.69 

 

結論 
 ホウ酸を混入する事により白濁水が凝集分離する事が分かった。混入量は 5％では若干
白みがかっていたが、10％混入すると透明度が上がった。PH 値は 5％・10％の混入でほ
とんど差は無く、電動注入機の清掃に使用した洗い水等の白濁水は重量比 5～10％のホウ
酸を混入する事により分離する事が可能。 
※ホウ酸の添加量は白濁水のナルライト注入液の濃度により異なります。 
 濃度が薄い場合は、添加量は少なくする事が可能ですが、濃い場合は添加量を増やすか 
白濁水に更に水を入れ、濃度を下げて下さい。 

◆試験実施 
  ①ホウ酸を混入し攪拌 

ホウ酸 5％混入し攪拌 ホウ酸を 10％混入し攪拌 

  
攪拌時、凝集し始める。 
全体的に細かく凝集。 

攪拌時、凝集し始める。 
全体的に大きく凝集。 

   ※1.攪拌機は使用せず、棒状の物でゆっくりかき混ぜてください。 
     撹拌機を用いると凝集したナルライトが細かく分解されます。 

ナルライト注入
防水層再生工法 注入穴の処理

1

2

注入穴の処理
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ナルライト注入
防水層再生工法 推奨注入機
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電動注入機

OKG-03M-N ケミカルポンプ KC-8
販売元：㈱友定建機販売元：成瀬化学㈱

手押しポンプ

ナルライト注入
防水層再生工法 防水層再生工法の管理と検査

施工完了後の充填状況の確認・検査は行えない。その為、自主検査表を元に施工時に
確実に注入作業が出来ている事を確認しながら作業を行う。

事前チェックシート 自主検査表
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入 コア抜き試験①
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入 コア抜き試験②
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ナルライト注入
防水層再生工法 ナルライト注入 コア抜き試験③
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ナルライト注入
防水層再生工法 簡易漏水試験

試験方法・結果 試験状況
■注水直後（0時間） 試験体① 試験体②

■24時間経過

■48時間経過

■72時間経過
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ナルライト注入
防水層再生工法 耐久性について

紫外線劣化について

微生物による分解について

採用実績と経過観察について

ナルライト注入は30年程度の耐久性を有します。

※施工面積300㎡で積算

ライフサイクルコストの比較
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ナルライト注入
防水層再生工法 CO2の排出量について

ナルライト注入防水層再生工法の 排出量

従来保護防水改修工法とのライフアセスメント
を用いた観点の比較
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ナルライト注入
防水層再生工法 屋上駐車場（アスファルト舗装）への適応について

適応条件
1
2
3
4

上記条件を満たしている場合でも試験施工
の実施を推奨します。

適応条件の理由
1
2

3 4
試験施工方法

1

2
3
4
5

6
7
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ナルライト注入
防水層再生工法 屋上駐車場（アスファルト舗装）試験施工状況
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ナルライト注入
防水層再生工法

屋上駐車場（アスファルト舗装）
車走行による防水層への影響
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ナルライト注入
防水層再生工法 【立上り】露出防水の場合

施工手順
1

2
3

4

5

6

7
8
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ナルライト注入
防水層再生工法 防水層再生工法の注意事項
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ナルライト注入
防水層再生工法 使用上の注意事項
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（OKG-03M-N）、



ナルライト注入
防水層再生工法 設計価格
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ナルライト注入
防水層再生工法 断熱層無し 設計価格（歩掛り）
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ナルライト注入
防水層再生工法 断熱層無し 設計価格（歩掛り）
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ナルライト注入
防水層再生工法 概算施工数量（断熱層無し）

41

手

概算施工日数計算書・概算必要数量計算書をお求めの際はお問合せ下さい。

ナルライト注入
防水層再生工法 概算施工数量（断熱層有り）
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手

概算施工日数計算書・概算必要数量計算書をお求めの際はお問合せ下さい。



ナルライト注入
防水層再生工法 保証対応について

保証形態

製造者の材料品質保証と工事者の漏水に
対する保証となります。

保証条件
• 全面施工であること
• 施工要領書通り施工が行われていること

保証期間

・最長10年間
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ナルライト注入
防水層再生工法 実績について
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・昭和52年（1977年）に愛知県名古屋市の某病院（300㎡）で採用頂き、その後スーパーゼネコンや各自治体
防衛省、海上保安庁等、多岐にわたり採用頂いてます。

近年の主だった実績

・2019年度～2023年度：市ヶ谷庁舎（東京都/防衛省案件）

・2023年度：大手某化学工場（神奈川県県/某民間企業）
・2022年度：佐世保市体育館（長崎県/佐世保市役所）
・2022年度：大阪市すまい情報センター（大阪府/大阪市役所）

※下記以外にも民間施設、公共施設で多数の実績が有ります。
実績一覧表をお求めの際はご連絡下さい。

・2022年度：特別養護老人ホーム宝塚ちどり（兵庫県/某民間企業）

・2021年度：中央卸売市場北部市場水産棟屋上駐車場（神奈川県/川崎市役所）
・2021年度：熊本北郵便局屋上駐車場（熊本県/日本郵政）

・2018年度：表町一丁目第一開発ビル（岡山シンフォニーホール）（岡山県/岡山市役所）
・2018年度：大手T社某工場（三重県/某民間企業）

・2024年度：某中継所2件・送受信所1件（福岡県/海上保安庁）

・2024年度：大手某製鉄工場（千葉県/某民間企業）


